
3けた×3けたの筆算①（マス目でずらして書く）
小4〜5／見積もりで 答えの大きさを 見直す 6もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「かけ算の筆算」のプリント一覧がひらきます

×
952
632

4551
53

777
21

815
11

42116
121

やりかた　かける数の 一の位 → 十の位 → 百の位 の じゅんに かける
① 259×6＝1554 一の位の だん … くり上がりは 小さい マスに 書く
② 259×3＝777 十の位の だん … 1マス 左から 書く
③ 259×2＝518 百の位の だん … 2マス 左から 書く
④ 3つの だんを たすと 61124（合計の くり上がりも 小さい マスに）
見積もり　300×200＝60000 → 答えの 61124 は けた数が 同じで、見積もりに 近い
0の だん　かける数に 0が あったら、その だんは「0」「000」空らん の どれでも よい

×
(1)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

748
674 見積もり

×

＝

×
(2)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

895
649 見積もり

×

＝

×
(3)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

243
802 見積もり

×

＝

×
(4)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

604
763 見積もり

×

＝

×
(5)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

543
238 見積もり

×

＝

×
(6)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

225
283 見積もり

×

＝

つぎの かけ算を 筆算で しましょう。小さい マスには くり上がりを 書こう。
見積もりは、かけられる数と かける数を 上から1けたの がい数に して かけ、右の らんに 書こう。
見直し：答えが 見積もりより けたが 少ない→ずらし方を 見直す。同じでも だんの かけ算を 1つずつ やり直す。



3けた×3けたの筆算②（0が入る筆算）
小4〜5／0の ある 筆算 4もん・くり上がりが 多い 筆算 2もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「かけ算の筆算」のプリント一覧がひらきます

×
803
504

0451
4

0

2321
3

047421

やりかた　かける数の 一の位 → 十の位 → 百の位 の じゅんに かける（0が あっても 同じ）
① 308×5＝1540 一の位の だん … 0×5に くり上がり4を たして 4 を 書く
② 308×0＝0 十の位の だん … かける数が 0 → 0の だん
③ 308×4＝1232 百の位の だん … 十の位が 0でも 2マス 左から 書く
④ 3つの だんを たすと 124740（合計の くり上がりも 小さい マスに）
見積もり　300×400＝120000 → 答えの 124740 は けた数が 同じで、見積もりに 近い
0の だん　その だんは「0」「000」空らん の どれでも よい

×
(1)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

446
028 見積もり

×

＝

×
(2)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

092
802 見積もり

×

＝

×
(3)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

976
586 見積もり

×

＝

×
(4)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

608
642 見積もり

×

＝

×
(5)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

777
765 見積もり

×

＝

×
(6)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

429
602 見積もり

×

＝

つぎの かけ算を 筆算で しましょう。0の だんは「0」「000」空らん の どれでも よい。
見積もりは、かけられる数と かける数を 上から1けたの がい数に して かけ、右の らんに 書こう。
見直し：答えが 見積もりより けたが 少ない→ずらし方を 見直す。0の 書きおとしが ないかも たしかめる。



3けた×3けたの筆算③（くり上がりが多い筆算）
小4〜5／くり上がりが 多い 筆算 4もん・0の ある 筆算 2もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「かけ算の筆算」のプリント一覧がひらきます

×
896
795

6884
56

2826
78

0943
44

607614
1111

やりかた　かける数の 一の位 → 十の位 → 百の位 の じゅんに かける
① 698×7＝4886 一の位の だん … 8×7＝56 → 6を 書き、5は 小さい マスへ
② 698×9＝6282 十の位の だん … 9×9＝81 に 小さい マスの 7を たして 88
③ 698×5＝3490 百の位の だん … 2マス 左から 書く
④ 3つの だんを たすと 416706（合計の くり上がりも 小さい マスに）
見積もり　700×600＝420000 → 答えの 416706 は けた数が 同じで、見積もりに 近い
くり上がりは つぎの 位の かけ算の 答えに たす。0の だんは「0」「000」空らん で よい

×
(1)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

556
795 見積もり

×

＝

×
(2)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

273
502 見積もり

×

＝

×
(3)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

665
687 見積もり

×

＝

×
(4)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

695
976 見積もり

×

＝

×
(5)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

605
874 見積もり

×

＝

×
(6)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

667
965 見積もり

×

＝

つぎの かけ算を 筆算で しましょう。小さい マスの 数は つぎの 位の かけ算の 答えに たそう。
見積もりは、かけられる数と かける数を 上から1けたの がい数に して かけ、右の らんに 書こう。
見直し：答えが 見積もりより けたが 少ない→ずらし方を 見直す。同じでも だんの かけ算を 1つずつ やり直す。



3けた×3けたの筆算④（ずらす位置を自分で決める）
小4〜5／ずらす 位置を 自分で 決める 6もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「かけ算の筆算」のプリント一覧がひらきます

×
952
632

4551
53

777
21

815
11

42116
121

やりかた　かける数の 一の位 → 十の位 → 百の位 の じゅんに かける
① 259×6＝1554 一の位の だん … 一の位から 書く
② 259×3＝777 十の位の だん … 259×30＝7770 → 一の位を あけて 十の位から
③ 259×2＝518 百の位の だん … 259×200＝51800 → 一・十の位を あけて 百の位から
④ 3つの だんを たすと 61124（合計の くり上がりも 小さい マスに）
見積もり　300×200＝60000 → 答えの 61124 は けた数が 同じで、見積もりに 近い
あけた マスは 空らんの まま たす。0の だんは「0」「000」空らん で よい

×
(1)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

084
946 見積もり

×

＝

×
(2)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

785
985 見積もり

×

＝

×
(3)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

975
578 見積もり

×

＝

×
(4)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

582
203 見積もり

×

＝

×
(5)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

348
865 見積もり

×

＝

×
(6)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

535
487 見積もり

×

＝

つぎの かけ算を 筆算で しましょう。ななめ線は ありません。だんの 書きはじめの 位は 自分で 決めよう。
見積もりは、かけられる数と かける数を 上から1けたの がい数に して かけ、右の らんに 書こう。
見直し：答えが 見積もりより けたが 少ない→ずらし方を 見直す。同じでも だんの かけ算を 1つずつ やり直す。



3けた×3けたの筆算⑤（しあげ）
小4〜5／0・くり上がり・けた数が まざる 6もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「かけ算の筆算」のプリント一覧がひらきます

やりかた ① 見積もり → ② 3つの だんを 自分で 位に そろえて 書く → ③ 合計 → ④ 見積もりと くらべる

きまり ・「だん」は、かける数の 1つの 位の 数を かけて 書く 1行（3つ ある）
・だんの 書きはじめは、かける数の その 位と 同じ 位（一の位の だんは 一の位から）
・かける数に 0が あったら、その だんは「0」「000」空らん の どれでも よい
・くり上がりは 小さい マスに 書く（書かなくても よい）。あけた マスは 空らんの まま たす

×
(1)

合計

409
953 見積もり

×

＝

×
(2)

合計

694
726 見積もり

×

＝

×
(3)

合計

756
867 見積もり

×

＝

×
(4)

合計

502
903 見積もり

×

＝

×
(5)

合計

666
685 見積もり

×

＝

×
(6)

合計

933
046 見積もり

×

＝

つぎの かけ算を 筆算で しましょう。だんの 名前も ななめ線も ありません。
見積もりは、かけられる数と かける数を 上から1けたの がい数に して かけ、右の らんに 書こう。
見直し：答えが 見積もりより けたが 少ない→ずらし方を 見直す。同じでも だんの かけ算を 1つずつ やり直す。



3けた×3けたの筆算①（マス目でずらして書く）【こたえ】
小4〜5／見積もりで 答えの大きさを 見直す 6もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

×
952
632

4551
53

777
21

815
11

42116
121

やりかた　かける数の 一の位 → 十の位 → 百の位 の じゅんに かける
① 259×6＝1554 一の位の だん … くり上がりは 小さい マスに 書く
② 259×3＝777 十の位の だん … 1マス 左から 書く
③ 259×2＝518 百の位の だん … 2マス 左から 書く
④ 3つの だんを たすと 61124（合計の くり上がりも 小さい マスに）
見積もり　300×200＝60000 → 答えの 61124 は けた数が 同じで、見積もりに 近い
0の だん　かける数に 0が あったら、その だんは「0」「000」空らん の どれでも よい

×
(1)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

748
674

2805
42

9295
43

8833
21

271304
1121

見積もり

×

＝

800

500

400000

×
(2)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

895
649

8853
45

2932
33

2835
78

807565
111

見積もり

×

＝

600

900

540000

×
(3)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

243
802

6372
13

0

486

63117
11

見積もり

×

＝

300

200

60000

×
(4)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

604
763

2482
4

6342
3

8121
1

200941
12

見積もり

×

＝

400

400

160000

×
(5)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

543
238

096
1

5301
11

0672
43

040782
11

見積もり

×

＝

300

800

240000

×
(6)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

225
283

4401

6714
11

6651

404991
11

見積もり

×

＝

500

400

200000

丸つけの めやす くり上がりの 小さい 数は 書かなくても 正解。
(3) は かける数の十の位が0。十の位の だんは「0」「000」空らん の どれでも 正解（百の位の だんが 2マス左から 書けて いれば よい）。
見積もりで 気づける まちがい：だんを ずらさない・百の位の だんの ずらしが 足りない（けたが 見積もりより 少ない）。
見積もりでは 気づけない まちがい：十の位の だんだけの ずらしわすれ・くり上がりの 足しわすれ（けたが 同じ）→ だんを 1つずつ たしかめる。



3けた×3けたの筆算②（0が入る筆算）【こたえ】
小4〜5／0の ある 筆算 4もん・くり上がりが 多い 筆算 2もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

×
803
504

0451
4

0

2321
3

047421

やりかた　かける数の 一の位 → 十の位 → 百の位 の じゅんに かける（0が あっても 同じ）
① 308×5＝1540 一の位の だん … 0×5に くり上がり4を たして 4 を 書く
② 308×0＝0 十の位の だん … かける数が 0 → 0の だん
③ 308×4＝1232 百の位の だん … 十の位が 0でも 2マス 左から 書く
④ 3つの だんを たすと 124740（合計の くり上がりも 小さい マスに）
見積もり　300×400＝120000 → 答えの 124740 は けた数が 同じで、見積もりに 近い
0の だん　その だんは「0」「000」空らん の どれでも よい

×
(1)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

446
028

0

8821

2515
33

080825
1

見積もり

×

＝

600

800

480000

×
(2)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

092
802

0232
7

0

085
1

02306
1

見積もり

×

＝

300

200

60000

×
(3)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

976
586

5933
43

2345
76

4704
54

511564
111

見積もり

×

＝

700

700

490000

×
(4)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

608
642

6384
3

4223
2

2161
1

672891
1

見積もり

×

＝

800

200

160000

×
(5)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

777
765

9345
45

2664
44

5883
33

955044
121

見積もり

×

＝

800

600

480000

×
(6)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

429
602

4455
21

0

8481

443091
11

見積もり

×

＝

900

200

180000

丸つけの めやす くり上がりの 小さい 数は 書かなくても 正解。0の だんは「0」「000」空らん の どれでも 正解。
(2)(6)は かける数の 十の位が 0 → 百の位の だんが 2マス 左から 書けて いれば よい。(1)は 一の位が 0 → 十の位の だんが 1マス 左から。
(4)は かけられる数の 十の位が 0：0に かけても 0 なので、くり上がりが そのまま 入る。(2)は 一の位が 0：どの だんの 一の位も 0。
見積もりで 気づけない まちがい：くり上がりの 足しわすれ・十の位の だんだけの ずらしわすれ（けたが 同じ）→ だんを 1つずつ たしかめる。



3けた×3けたの筆算③（くり上がりが多い筆算）【こたえ】
小4〜5／くり上がりが 多い 筆算 4もん・0の ある 筆算 2もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

×
896
795

6884
56

2826
78

0943
44

607614
1111

やりかた　かける数の 一の位 → 十の位 → 百の位 の じゅんに かける
① 698×7＝4886 一の位の だん … 8×7＝56 → 6を 書き、5は 小さい マスへ
② 698×9＝6282 十の位の だん … 9×9＝81 に 小さい マスの 7を たして 88
③ 698×5＝3490 百の位の だん … 2マス 左から 書く
④ 3つの だんを たすと 416706（合計の くり上がりも 小さい マスに）
見積もり　700×600＝420000 → 答えの 416706 は けた数が 同じで、見積もりに 近い
くり上がりは つぎの 位の かけ算の 答えに たす。0の だんは「0」「000」空らん で よい

×
(1)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

556
795

5854
33

5985
44

5723
22

530193
122

見積もり

×

＝

700

600

420000

×
(2)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

273
502

0681
13

0

447
1

06267
1

見積もり

×

＝

400

200

80000

×
(3)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

665
687

6933
33

8254
45

2693
44

678444
111

見積もり

×

＝

600

800

480000

×
(4)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

695
976

4635
58

2714
46

6753
35

486404
111

見積もり

×

＝

600

700

420000

×
(5)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

605
874

8404
4

2453
4

4202
2

868142
1

見積もり

×

＝

500

500

250000

×
(6)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

667
965

4986
55

6954
33

0383
33

458534
1111

見積もり

×

＝

800

600

480000

丸つけの めやす くり上がりの 小さい 数は 書かなくても 正解。0の だんは「0」「000」空らん どれでも 正解。
(1)(3)(4)(6)は 3つの だんの どれにも くり上がりが 2回ずつ ある。小さい マスの 数を つぎの 位の かけ算の 答えに たして いるか 見よう。
くり上がりの 数（だんと 合計）：(1)9回・(2)4回・(3)9回・(4)9回・(5)4回・(6)10回。
見積もりで 気づけない まちがい：くり上がりの 足しわすれ・十の位の だんだけの ずらしわすれ（けたが 同じ）→ だんを 1つずつ たしかめる。



3けた×3けたの筆算④（ずらす位置を自分で決める）【こたえ】

小4〜5／ずらす 位置を 自分で 決める 6もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

×
952
632

4551
53

777
21

815
11

42116
121

やりかた　かける数の 一の位 → 十の位 → 百の位 の じゅんに かける
① 259×6＝1554 一の位の だん … 一の位から 書く
② 259×3＝777 十の位の だん … 259×30＝7770 → 一の位を あけて 十の位から
③ 259×2＝518 百の位の だん … 259×200＝51800 → 一・十の位を あけて 百の位から
④ 3つの だんを たすと 61124（合計の くり上がりも 小さい マスに）
見積もり　300×200＝60000 → 答えの 61124 は けた数が 同じで、見積もりに 近い
あけた マスは 空らんの まま たす。0の だんは「0」「000」空らん で よい

×
(1)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

084
946

0234
7

0291
3

0882
4

025113
21

見積もり

×

＝

500

600

300000

×
(2)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

785
985

3825
67

6964
56

5392
34

347543
1111

見積もり

×

＝

600

600

360000

×
(3)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

975
578

5982
43

3504
65

2364
76

526605
111

見積もり

×

＝

600

900

540000

×
(4)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

582
203

075
11

0

558
12

07068
1

見積もり

×

＝

300

300

90000

×
(5)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

348
865

4476
23

8505
12

5124
12

428874
11

見積もり

×

＝

800

600

480000

×
(6)

一の位の
だん

十の位の
だん

百の位の
だん

合計

535
487

0412
21

0824
42

5473
32

044914
11

見積もり

×

＝

500

800

400000

丸つけの めやす あけた マス・くり上がりの 小さい 数は 書かなくても 正解。0の だんは「0」「000」空らん どれでも 正解。
十の位の だんが 一の位から、または 百の位の だんが 十の位から 書きはじめて いたら、書きはじめを まちがえて いる。
だんを ずらさない・百の位の だんの ずらしが 足りない まちがいは、見積もりより けたが 少なくなる。
見積もりで 気づけない まちがい：くり上がりの 足しわすれ・十の位の だんだけの ずらしわすれ（けたが 同じ）→ だんを 1つずつ たしかめる。



3けた×3けたの筆算⑤（しあげ）【こたえ】
小4〜5／0・くり上がり・けた数が まざる 6もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

やりかた ① 見積もり → ② 3つの だんを 自分で 位に そろえて 書く → ③ 合計 → ④ 見積もりと くらべる

きまり ・「だん」は、かける数の 1つの 位の 数を かけて 書く 1行（3つ ある）
・だんの 書きはじめは、かける数の その 位と 同じ 位（一の位の だんは 一の位から）
・かける数に 0が あったら、その だんは「0」「000」空らん の どれでも よい
・くり上がりは 小さい マスに 書く（書かなくても よい）。あけた マスは 空らんの まま たす

×
(1)

合計

409
953

6318
3

0254
2

2172
1

635423
11

見積もり

×

＝

900

400

360000

×
(2)

合計

694
726

2743
46

299
11

6792
35

299013
121

見積もり

×

＝

500

600

300000

×
(3)

合計

756
867

6525
54

2493
43

9954
43

675405
121

見積もり

×

＝

700

800

560000

×
(4)

合計

502
903

5481
4

0

516
1

54336
1

見積もり

×

＝

200

300

60000

×
(5)

合計

666
685

6993
33

8235
45

0333
33

672093
111

見積もり

×

＝

700

600

420000

×
(6)

合計

933
046

0

6531
31

4302
52

069612

見積もり

×

＝

300

600

180000

丸つけの めやす くり上がりの 小さい 数・あけた マスは 書かなくても 正解。0の だんは「0」「000」空らん どれでも 正解。
(4)は かける数の 十の位が 0（百の位の だんは 2マス左から）、(6)は 一の位が 0（十の位の だんは 1マス左から）。
(2)(3)(5)は くり上がりが 9回以上。小さい マスの 数を 足し忘れて いないか 見よう。
見積もりで 気づけない まちがい：くり上がりの 足しわすれ・十の位の だんだけの ずらしわすれ（けたが 同じ）→ だんを 1つずつ たしかめる。


